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発刊にあだって

しr し/‘ヘ

5月26日、正午発生しだ日本泥中巫地震は深琵全既に及び、わガ

町では前桐の店い大き石被害をもたらしましだ。

突如襲し＼ガ方ってきた地震・湮波、自然の力のI言大さと恐しさをま

ざまざと見せつけられましだ。一瞬にして船や田、家店ど方［プガいの

なし＼財産を失つだ被災者の皆さん［こは 1じ＼からを見舞申し上げるとと

もに、は力‘らゴも津波の懐牲となつだ刀だかだにはお棚み申し上げ、

ご冥唇を祈りま芍。

わガ団を急襲しだ地震・津波による被害は空前の記録となり、実に

63I意5.460万円にも上りました。的では直ちに災害対策本部・地震災害

対策会議を設晉して対処、総力を涜げて1日も早い寝1日のだめ、屋・

国をはしめと可る各関係機関・各団体等一致協刀のもとに邑般に杓だ

って努力しているところで弓。多くの皆さんガ、それぞれの立揚でご

思力賜りましだことは、だのもしい限りであり、深く感謝由し上げる

とともに、関係機関にお方杓ましてはさら1こ復1巳に対可る特段のお

力添いをお網い芍る次第で芍。

天災の恐しさを教訓として、限りない明日への発展を顧いつつ、こ

こ1こ記録写塁集を皆さんのご協力を得て編さん弓ること方できましだ。

明口への糧に少しでもあ役に立てItと願っていま可。
このいまわしい悪蕊ガら、一日吃早く脱可るため、町民の皆さんと

とも［こ紛骨砕身の努刀を芍る決意で言。

昭和58年7月15日

深浦町長松浦 武
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高台に遷難する

北金ケ沢の皆さん。
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撮影者／斉藤健一匂

埋立地駐車場に駐車していだ車が

次々に洒へ運ばれ、

そして沈んだ。 （深浦）

わが町の自動車被害は全部で53台

にも上り、その被害額はおよそ

7,000万

⑱ 
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震度5の強震

そして津波が追いうちを

かけるように襲つてきだ。

撮影者／加藤勝行さん
⑱ 

辻

,

9

 

,
9
,

＇ 

9

,

'

、

'

,



I i 

深
浦
港
か
ら
磯
崎
川
を
押
し
上
げ
た
津
波
”
~

川
は
逆
流
し
て
付
近
の
住
宅
は
水
浸
し
に
な
つ
だ
。

JII 
‘、
、

⑲ 

11 1 I 

| 
l 

I 
1, 

| : 
~' 』



<雪,
涎

ぐ｛

こ’

← ャビ’̀臼`炉。」：～
膚l,7二皐 [A

~、ハt i 

沈 几
又、wi

ビ：：J 魯

--~ 

/
1
:
~
；

q
‘
、
、

深

ある船は転覆・・・・・・。そして、 ある船は沈没・・・・・・。

浦

⑱ 
'

ぷ

9
,
'

、

I
~

，
 

~~…~…~~~…

•~•~,1,

'’~~9,1,~~,',~99~ 



落

差

i
 

I
 

北
金
ヶ
沢
漁
港
の
荷
さ
ば
き
場

暖から7分後の午後0時

分、弓l潮が始まつだ。

して、さらに7分後、津

となって深浦沿岸一帯を

もてきだ。
ダパ，5|いては押し寄せる繰り

三か、延々と続いだ。
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避難命令が出され、いち早く高台の

深浦小学校へ避難する町民の皆さん。
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中央部まで深い亀裂が

、路肩が欠壊しだ町道

↑ 
地

（東野）

12時07分
ヒキ153cm

食
＇ヤマ

喜 呑 タニ

満潮

13時46分

5月26日 2 
午後0時

食

3 

深浦港の検潮結果

（観測基準点からの水面の高さを示す）

通常の潮位変化

津波の高さの最高
13時36分 55cm

4 5 6 7 8 ， 10 11 5月27日

R 



山崩れが生じ、農業用水路や田Ivほが埋没しだ小広戸地区（広戸）

路肩が崩れ落ちだり

おびだだしい無数の
I 
亀裂が入つだ農道・

石動線 （岩坂）

産業道路である林

葉野木平綜も、

寸断。特に路肩

は目をおおう惨

（横

のり面の落石が各所に

起つだ林道・桜沢線

（柳田）
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戸え直後に発生しだ地震で、広い

隠域［こわだって浮芭田ができだ。

遁ぇが済んだばかりの田んほは、

噌動で苗ガすつかり浮き上つてしま
逐。

農作物では、なんといつても水田が第一の

被害をこうむつだ。

わが町全体で、 6haの水田かん没をみても

被害の大きさがわかる。ここの地域では、

1 haがかん没しだ。 （関）
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地 震 計

上
下
動

ー・-__ •戸---ド1分吋

水
平
（
東
西
）

水
平
（
南
北
）

観測史上最大の規模
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深浦

旱二辱二旦。(5)心4）
秋田

山形

(3) 

゜仙
(3 

潟新
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2
 

0 100 
I I I 

（）内数字は震度―’

各地の津波は…••

急襲しだ津波は、強固な護岸を乗り

越え、浜田をひとなめにのみ込んで

しまった。散乱しだ跡には、苗の株

すら見あたらない、すさまじい状況

が続いている。 （追良瀬）

⑱ 
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生活道である町道・長慶平線も、

地震のだめ各地で落石や、路肩に

地割れができた。

◄八森山の主要過である林道・入前崎線の

痛手もすごい。

この路線も各所で路肩欠壊が生じだ。

路面が中央部で真っ二つに

割れだ農道・石動線

（岩坂）

道路ののり面がすり落ちて

きだ林道・桜沢線

（柳田）

農道・林道・農業用水路・

溜池なと全部で70地区に及

び、その被害額は11意6,100

万円に上つだ。

⑮ 



道路障害個所

x全面通行止め 6カ所
▲片側通行 13ケ所

△大型車通行止め 4ケ所

日
本
海

岩木山

(28日午後1時現在県道路維持課調べ）

津軽海峡

大間

陸奥湾

太
平
洋
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|
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地元の東奥日報が 1 ・ 44 鰺~ケ沢町て護岸工事中の作菓員

5月27日の朝刊で
10人か波にのまれたとの第一報。病院に搬

送された 4人のうち 3人か死亡。

県内の状況を次の
2・8 県土木部長室に県内道路の被害

報告入る。通行止めなど25路線。

とおり報道
2 ・ 27 北郡小直村て漁民ら数人か行）j

不明の情報。

2 ・ 28 十三湖大橋て応急修理始まる。

r-ドキュメント
2 ・ 40 小出の漁民のうち 1人を救出。

2 ・ 46 深浦町て有感の余震、 19回目。

午後0・ 0 ・ 18 東北地）］の日本海側を 震度 3。

中心に強い地震。西郡深浦町、むつ市て震 2 ・53 青森港で青函連絡船、フェリー

度 5、青森、八戸市などて震度4を記録。 か着岸てきず沖待ち。

0 ・ 3 深浦町て有感0)余震。震度 3。 3・0 深浦町の田野沢海岸て推民 1人

哀源地に近い同町ては以後だて続けに。 行方不明の情報。青森市のカネ長テパート

0・8 余震。青森て震度 2。

〇 •10 県警か地寅対策本音似

ては繰り上け閉店c

〇.10 秋圧県男鹿市・男鹿水族館て観

3・3 県警機動隊第二陣か鰺ケ沢町へ 、I

光客10人か津波に襲われ 6人か不明。同県

出発。
1； , 
ti 

3 ・ 23 県警機動隊の第一陣か十三河口
!i 

能代市の能代火力発電所の護岸工事現場て へ到着C

作業船数隻か転覆、 7人死亡、 27人不明。 3 ・ 30 知事「大変な災害だ。対策にカ

男鹿市加茂海岸て逗足の小学生12人か高波 全を期す。これから鰺ケ沢、深浦方面を見

にさらわれる。 てくる。」

0 ・ 14 本県はしめ東北、北海道の日木 3 ・ 25 自衛隊機か空から撮影した被災

扉測に大津波警報発令。 地のヒデオか知事室へ。山内、志賀両副知

I 0 ・ 15 県てもりニ害対策本部。〇 •16 采浦町て33I'の車波の第一波観

事らに説明。

3 ・ 50 岩崎を含む西海岸 3町村の視察

l測。
0 ・ 20 保弗町か沿岸住民に逝罷命令。

と被災見舞いのため知事か県庁を出発。

0 ・ 33 深浦町て有感の余震。 8回目。

4・0 十 となって

いた釣り客のうち 2人の興事確認。

震度 3。 5 ・ 55 』じ君〖小（日村1は叫内て釣りにきて

0 ・ 36 保甫町て最大55:,・の庄波。 いた八戸の親子波にのまれたとの情報。

0 ・ 39 余震。占森て震度 2。 8 ・ 55 津波笞報ようやく解徐。

0 ・ 48 県警か岩木川の土手を調査。 9 ・ 10 不明の八戸の親了のうち 1人の

0 ・ 57 余震。青森て震度 3。 死亡確認。

1 ・ 0 県消防防災課に「鰺ケ沢、深浦 9 ・ 46 深浦町て有感の余震、最籾の地

に避難命令」の報告。市町村からの被害報 震から数え実に53回。震度 1。

告て電話鳴りやます。

1 ・ 5 十三湖河口て釣り客数人か波に

さらわ］したとの第一報か県警に。

1 ・ 7 I 三湖大橋か10~20,’ 隆起して

いるとの情報。大型車通行不能。

1 ・ 25 東郡稲垣村の簡易水直か断水。

1 ・ 27 東郡蟹田町の燥田 III河口の1朝位

か20予上がる。

1 ・ 28 深浦町横磯の海岸ても 1人行方

不唄の清報。

1 ・ 31 西海岸五能線付近の道路のナ砂

崩れで線路上に土砂か流出していることが

わかる。 ． 
⑱ R 
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▲墓地参道が左右にすれてしまつだ石畳

（柳田）

墓石が方々で

崩れだ関地区

撮影者／木村いつさん

⑮ 
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撮影者／佐藤実さん

惨1

俯；
商工関係では、わが町の全域に及び

商品や設備品等の破損も大きく、被

害額は7億9,060万円に上つだ。

店は酒びんが割れ、散乱

I 
撮影者／加納律生さ」

撮影者／小山武夫さん

①ちん列棚力‘ら商品

ガ落下し、さんぜ

んとなつだ商店

（深浦）

◎大戸瀬中学校の図

書室

◎フロック壁力汁到れ

る。

⑲ 
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水道の滅菌室が1頃むく（風合瀬）

水道施設は7坦区に及び、その被害額は

11意9,500万円に上り、 6日間にわだって

給水活動が続き、延べ8,865戸33,950人が

断水で悩まされだ。
浄水場内陥没（関）

忍2疇紗心 く

R 
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日本海中部地震深浦を直撃

その後の動き
5月26日●12時00分22秒地震発生

●震源地：北緯40度 4分、東経 138

度 9分深浦沖西方約 100'0、深

さ5 キっ

●震源域 同方位東西約数10ロ、南

北約 100'。のほぱだ円型

●地震規模マグニチュート 7・7

•最高震度 5 （強震）

●気象庁「日本海中部地震」と命名

●12時07分ころ 海水引き始めの現

象が見られる

●12時］3分ごろ 津波来襲

以後波高か継続的に来襲（深浦港

約 4 二•田野沢漁港約 3.7(L を記

録・深浦測候所の検潮儀は最高55

;’を記録）

●12時］4分ころ 避難命令

●12時18分 県消防防災課・津波警

報

●12時30分 i肖防団へ出動命令

●14時 地震災害対策本部設置

地衷災害対策会議設置

●14時40分 地震災害対策本部設置

を県に報告

●16時30分避難命令解除

●18時ころ 北村県知事災害現地視

察

●20時58分津波警報解除

●災害状況調沓を開始

●国鉄五能線各地て寸断、不通とな

る

国道101号線北金ケ沢ハイパス18時

まて災害のため通行止、田野沢～

晴山間14時まて通行止、その後片

側通行、 18時全面復1日。磯崎橋付

近 2時間の通行」上

●水道断水による給水活動凋始「全

面断水＝風合瀬、関、岩坂、一部

断水＝深浦、北金ケ沢、全部て

1,479戸に及ふ」（自衛豚も救援出

動）

●横磯•田野沢＝行方不明者捜索活

動閤始

●震度 3 5匝を含む58回の余夜

5月27日●災害対策全員協議会開催

R 

●地衷災害対策会議委員を委嘱

●政府調査団来町（加藤国土庁長官

はか）議貝参加により餃災地案内

及び災害状況説明、陳情「国土庁、

文部、厚生、農林水産、通産、自

治、科学技術庁」

●竹内代議士、松尾参議員来町

●日本共産党調査団来町（野間団長

はか）災害状況を説明、陳清

●地震災害対策会議開催

●災害状況現地調査

●給水「全面断水＝へなし、東野、

広戸、風合瀬、北金ケ沢、関、岩

坂、一部断水＝深浦、全部で1,913

戸に及ふ」 （自衛隊出動）

●横磯、田野沢＝行方不明者捜索

●震度 1~ 2 余震44回

5月28日●議員参加により県へ陳清 (4班編

成） 「県議会、総務部、農林部、

水産部、土木部、環境保健部、教

育庁」

●災害状況現地調査

●給水「全面断水＝東野、広戸、風

合瀬、北金ケ沢、関、岩坂、一部

断水＝横磯、深浦、全部て 1,928

戸に及ふ」

●横磯、田野沢一行方不明者捜索

●雲度 1~2 余震15[ij]

5月29日●庁議 災害状況調査の中間まとめ

●災害状況現地調査

●給水「全面断水＝東野、広戸、風

合瀬、関、岩坂、一部断水＝北金

ケ沢、深浦、全部て 1,676戸に及

ふJ

●横磯、田野沢＝行方不明者捜索

●震度 3 1[ij]を含む余震11回

5 月 30 日●日本社会党調査団来町（佐藤~・目

黒副本部長ほか関代議士など同行）

議長、各常任委員長参加による災

害状況説明、陳情

●県議会農林常任委員会へ陳情（於

木造）

●災害救助法適用以外の災害援護適

用となる。

●給水「全面断水ー関、岩坂、一部

断水＝深浦、北金ケ沢、全部て

1,168戸に及ふJ

●横磯、日野沢＝行方不明者捜索

●わか町の災害は30億4,900万円に上

る

●県から毛布・日用品等救援物資到

着

●震度 3 1回を含む余震8国

5月31日●参議院災害対策特別委員会調査団

来町（福間委貝長はか、 lと1」 111奇•本

村代議士、松尾参議員詞行） 息 ●地喪災告見舞金 福日道路淋）10万

震対策委員参加による破災地案内i 鳳横手市役所会計課ー同3,705円

及ひ災害状況説明、陳清 佐藤設備工業（加20万円

●地震災害対策会議開催 ダ3 月 4 日• Bl野沢て行方不明となっていた（魚
●庁議開催 業を営む山下久夫さんを 7時ころ

●日木，)ぷ十字杜青森支部から日用品 発見、遺体て収容

セ／卜等］文助物資到着 「捜索延人員761人、舶珀320隻、ヘ

●給水「一部断水＝深廂 702戸これ リコプター延4機（自衛隊）」

まで6日間の袷水は延 8,866戸、 ●震度 1 5回

33,950人に上る」 ●住家全壊等の被災家庭173世告に

●横磯、田野沢＝行方不明者捜索 救扱物資を配布

●震度 1~2 余衷 7国 ●地震災害見舞金 道標徘句会 3万

●地震災害見舞金県漁業信用基全 円

協会5万円、（有）拓建測量2万円、 6月5日●良度］ ］にl

（財）林蛸土木コンサルタント 3万円，6月6日●山本自治大臣来県、県）文ひ町村会

青森銀行100万円、みちの（銀行 か陳情（深浦からは町長、議長な

50万円、山久薬品商会 3万円、農 とか参加）於、青森

滝秀一 5万円、咋協同測量3万円、 ●県議会文教公安常任委員会来町、

6月1日●県及ひ県議会に西北五広域市町村 （高橋委員長はか）大戸瀬中学校災

隣協議会か（深浦からは助役））： 害状況現地調査

害状況の説明をするとともに陳胤 •底度 1 -2 2国
●災害救助法か遥用となる。 6月7日●震度 1 2叫

●地震災害対策相談所開設（深浦町 ●地震災害見舞令 藤田周次郎50万

庁舎内、大戸瀬支所内） 円、鉄建建設和10万巳、岩木町3

●県議会水産商工労働常任委員会棄 万円

町（太田副委貝長ほか） 災害状 6月8日●衆議院災害対策特別調査団来町、

況を説明するとともに陳情。 （士原委員長はか）地震災害対策会

●わか町の災害は、42億6,300万円と； 議委員参加による犬宮状品説明を

なる。 するとともに陳情

●震度 3 2回を含む 7回の余震 ●地衷災害対策会議開催

●地震災害見舞金 ハタザワ商店5 ●災害靡資と経営指導の相談所を開

万円、津軽信用金庫30万円 設（会場・商工会節，1

●横磯、田野沢＝行方不明者捜索 ●地喪災害見舞命 伏屋康生 1万円

6 月 2 日• Bl沢代議士来町、議員参加による 6月9日●県知事、国へ院情、被災地の関係
災害状況を説明するとともに1嫌情 古町村長参加

●横磯、 Bl野沢一行方不明者捜索 ●震度 3 2囮を含む余震 7回

●震度 1-2 6回の余震 ●地震災害見舞命 日本水道協会3

6月3日●自由民主党非常災害対策本部調査 万円、弘前市 5万円、東京都北区

団来町（天野団長はか、県選出’1 共産党議員団 5万円、深高同窓会

鳳尺、竹内、木村代議士同行1 東京支部 5万円

●商工会の皆さんか、県及ひ固民金 6月10日●県教育委貝会来町（加藤委員長代

融公喧に対し、商工関係で陳眉~ 行はか）大戸瀬中学校の災害状況

●地震災害対箪会議閤催 視地視察

●わか町の災害は、52億2,920万円ど ●哀度 1 2国

なる。 6 月11日●猥度 1 1回

●横磯、田野沢て行方不明者捜索 6月12日●震度 1-2 5回

●14時ころ、横磯海岸て行方不明着 6月14日●震度 1 1国

能代市の加麻昇さんを発見）鰐 ●わか町の災害は54億6,270万円と

で収容。 なる

「捜索延人員251人、船舶延70崖 ●地震災吾見舞金 （悧サトリ 1月円

ヘリコプター 4機（自衛隊）」 6月15日●議員による国への陳情［国土1『、

●震度 1-2 6回の余哀 ‘ 自冶省、農林水産省、建設省、文

三

部省、厚生省、水産）i-、中小企業

月）

●11時、国鉄五能線・深浦～岩崎間

復l日・開通となる

●哀I斐1-2 3回

6月16日●13時30分、国鉄止能森・ぷ浦～森

田間復 1日・全廊l翡］通となる

6月18日●震度 1 3回

6月19日●震度 1-2 2回

6月20日●震度 1-2 2同

6月21日●15時26分ころ、地哀発生

●深浦の最高底度 4 （中震）

●地震の規模 マグニチュート6•9

●虞原域 日本海中部地震の震源域

●15時38分ボ波警報発令

●16時00分辿難命令

●17時43分 津波苔報解除・汀意報

に切替

●19時35分迎難命令解除

●喪度4 1回を含む余哀24回

6月22日●震度 1-2 14回

●地喪災害見舞金 久保日鉄工図 5

万円

6月23日●地震災害対策相試所、相談付数324

件、内訳＝家屋・自動車等の相談

268件、漁船・漁具等の相談17件、

農地・施設等の相談38件、その他

1件、窟災証明書の交付件数287

件(6月1日～23日まてのまとめ）

●震支 1-3 4回

6月24日●震度 1 2回

6月25日●衰度 1 3回

●地震災害見舞盆 名川町母親クラ

プ連絡協議会］6,200円、三菱電気

（樹 100万円

6月26日●震度 1-2 3屈

6月27日●地震災害見舞金 11[）竹内精機50万

円

●震度 1 1回

6月28日●震度 2 2囮

6月29日●震度 1 2回

●国土庁防災企画課（楢崎課長はか）

来町、港湾及ひ大戸i栢中学校の現

地視察

6月30日●震度 1 2回、これまての震度回

数延255回（哀度 5~ 3=16回、

寅度 2-1~239 厠）

7月1日●激甚災害対策特別財政法等か適用

となる（政府閤議決定）

7月5日●わか町の災害は、63億5,460万円

に上る。

1.本町全域にわたる被害か甚大てあるため、この災害復1日に

「激甚災害対策特別財政援助法」による激甚災害の早期指定

2.農業被害を救済するため「農業災害補償法j 及ひ「天災融

資法」の適用

3.個人住宅の復1日のため「住宅金融公庵」の融資枠の拡大確

保と低利長期貸付及び借入金の償還延期措僅

4. 災害弔慰金、災害見舞金の早期支払い及ひ生活安定のため

災害援護資金枠の掠大と早期貸付

5.漁船及ひ漁業関連設備等の被災救済のため、漁船保検金の

早期支払い

6.被害農林漁業者か必要とする金融公庫埠の融姿枠の拡大、

低利長期貸付及ひ借入金の1賞還延期措置

7.被害商工業者か必要とする金融公庫等の融資枠の拡大、低

利長期貸付及ひ借入金の償還延期措置

8. 公共土木施設、学校施設、農林水産業雄設、環境衛生施設

及ひ漁港施設等の災害復1日事業に係る災害査定の早期実施、

事前着工を含め早期着工と予算の増額措置

9.地裳災害のため町立大戸瀬中学校校舎か使用不可能となり

全面改築を施工しなけれは学校教育の安全確保かてきないの

て、義務教育諸学校施設費国唐負担法の緊急適用

10.地方債の全額充当及び地方交付税繰上交付並ひに特別交付

税の増額措置

冦
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撮影者，z

その

被害額は

実に

闘偏
5,460万円
に上る

日本海中部地震によ が町の災害状況一覧
昭和58年7月5日現在

1. 人 的 被 害 4
 

人
害 区 分 件 数 災害見積額 内 容

2.物的被害総額

家屋破 6 6 7戸

公共施設被害

几
又升 被

害

沓

国関係施設

県関係施設

63億5,460万円

5億 7,0 0 0万円

1 1倍 2,7 1 0万円

3 5億 5,3 5 0万円

5i窓5,9 0 0万円

5憶4,5 0 0万円

被 害 区 分 件 数 災害見積額 内 容

人 的 被 害 4人 死 者 2人 負 算
勿

~i 

2人

一
;iV91,~t, 
そ

般 災

の

害

他

漁船・漁具等

商

農作物被害

工

3 0 3隻

全 域

7 7 ha 

2,000万円

35億5,350万円

23億4,390万円

7億9,060万円

9,100万円

観光施設器 5地区

減失89、大破17、中破121、小破76

商品、設備品等

水田稲作（潮冠水、浮苗、千雀r、土砂流入等）

自 動 車 5 3台 7,000万円 戚失35台、破捐18台

が け 崩 れ 5地区 1,800万pj

そ の 他 2億4,000万円 門へい、家財等

家

屋

住

非

家

住 家

5 9 2戸

戸L3
 
[
I
 

5憶4,000万円

3,000万円

全壊11、平壊54、一部懺損428、床上浸水28、)木7ヽ浸水71 陣関係施設災害 5億5,900万円

全壊 3、半壊47、流失25 国 鉄 4 2件 3億5,000万円

公共施設災害 11億2,710万口 港 ぷ
弓
‘
、
{

2｛牛 1億0,000万円 岸壁陥没100m

文 教 力匝 支
-ニ

-n
7校 6倍0,710万円

上水・簡水施設 7地区 6億9,500万1-Y

大戸瀬中、深浦中、長慶平小・中、修道小、明道小、深浦小、大戸禅［小'

深浦上水、餅什地区簡水、横磯地区簡水、~木追良瀬地四簡水、 it I: I 

金ケバ地区簡水、岩坂地区簡水、風舎瀬地区簡水
~H 
‘
‘
i
 
防 施 及-1E 

2,000カ円 防火水槽 5基

国有林関係 1億0,900万円
林道16路線、作業直 8路祝、秤苗施設 1地区、製品事業所］地区、

白舎 4棟

皐'、、関係施設災害

公共土本龍設災害 4 0件

5億4,500万円

5億2,500万円 詞）II7地区、道路31地区、橋梨 2地区

公共十木施設

農業用植設

3 6地区

7 0地区

1億2,400カ円

1億6,100万r-l
直巷 5地区、道路21旭区、河川10地区

農道 8地区、林道 4地区、農業用水路・ため池 5か所 ［ 
! 
一臼尋＿

砂 防

計

1地区 2,00(）万円

63億5,460万円

⑭ ⑱ 
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尻"1 嵐餡置

災害救助法が適用
ll!Jでは5月26日、松浦11!J長を本部長とする地震災害対策

本部を設置、各地域の被害状態調査を開始すると同時に

27日には11!J議会全員協議会を開き、直ちに地震災害対策

会議を設置、被災者の救済をはかるため国・県に対する

財政措置などの要望や陳情なとを決定し、活動を開始し

ましだ。

日本洒中部地震

深浦町災害対策会議を設置

わ万町では、 5月26日、日本想中巫地震災害対策の整備1足珪

を闊るだめ、会長に松浦団長副会長に新岡町講会謙長、加納

助役、委員に町議会議羹、）肖防団長、 IEJ震業委員会刀長、 IEJ管

内各農業協阿組合長、 IEJ管内各涯業協四組合畏深消町震業兵

済組合長、深浦町商工会畏、深津印森林組合長、附員に邑課畏

等で構成言る「El平氾中郎地震深浦町災害対策会議」を設置し、

行動を開始しましだ。

構成員のメンバーは、次の力だ万だで可。

会長：松琵武、副会長：新箇重良＼加納悦：：：： 委貴．福沢正

雄、堀内良台 I」1枝t専幸、松沢栄吉、石沢秀幸、岩根哲雄、菊

地喜三郎、小山万吉、エ鼓欽一、吉田圏二、西崎正、三浦義雄、

桜庭亮、森山やさ、岩谷克義、鴨1云作、小山内吉蔵、本間和天、

島Ill政司 中原圭）台、佐藤政巳、山鰐青五郎、西11忍霞三、山本

忠―‘-t:;戸護、米谷巌、西崎保、干田冨次郎、宿尺正雄、祁員：

佐藤季兵田勇喬橋孝男、西崎哲、福沢貞三、吉田良市、坂

本i惑碑工匪祥ー、牧野鉄身弓、又t也骰、佐藤進、佐勾木政規、
新岡向衛、佐藤正雄

J 

5月27日、加藤国土庁長官を団長とする政府

網査団が来町、深浦漁協など災害現地を視察

R 
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疇

傘県漁業振興課

へ、

“ 

県に陳l青
5月28日、町と町議会がいっしょになって

卿こ対し、 4班に別れ災害I青況の報告をす
るとともに、各所管を回り1日も早く復1日

するだめの対策などについて要望しましだ

111111班1111

総務部・地方課、消防防災課

111112班11111

濃境保健部・壊境衛生課、教育庁•財務課
111113班11111

農林部・農政課、農業指導課、水田対策課、

土地改良二課、経済課、林政課、治山課、

水産部・漁政課、漁業振興課

111114班11111

土木部・道路建設課、道路維持課、河川課、

監理課、漁港課

去

▲県 農 政 課

⑱ |
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気象管署・観測所一覧表

□□□ 白 秋 岩 宮 山 福 合

森 田 手 城 形 畠 計

管区気象台 国 1 1 

地方気象台 @ 1 1 I 1 1 5 

測 候 所 ⑳ 3 2 l 2 3 11 

航空測候所 ” l l 

空港出張所 00 2 1 1 1 5 

地域気象観測所

゜
18 23 30 16 17 25 l災9

地域雨量観測所． 5 6 7 3 5 8 34 
無線ロポット雨量it I 6 8 14 4 8 11 51 
積 雪 ：、木元 計 >ヤ乏 6 12 3 1 10 ， 41 

▲県 経 済

i王：昭和58年 4月l日の査料による
ただし三沢空港出張所は58」0.1

課

R
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地 両

震 観測

日本は地震国といわれ， 世界て発生する地震の

約 1割か日本とその周辺て起こっています。なか

でも， 東北地方の太平洋沿岸は津汲の常襲地帯に

なっています。

地球の表向付近は， 地殻と呼ばれる岩右の層に

よっててきています3 地殻のある部分に歪か貯え

られ．

方に伝わります。

限界に逹すると破壊されて，

これが地喪です。

地震の被害は，

その振動か四

直接地震によるものと火災や津

波などによる二次的な被害かあります。

被害を防止・軽減するため，

これらの

東北ては13の気象官

署て地震観測・通報体制をしいています。

ています。地喪か起これは，

火山観測と火山情報

東北地方には活動火山か14か1祈

もあり， このうち吾妻山・安逹太

良山・盤梯且lの3火山て常時観測

を行ない， 火山情報を発表し，

火や異常現象による災害の防止・

軽減に努めています。

その他の火山の監視のため，

台管区気象台には東北地域火山機

動観測班を置いて，

噴

仙

平常時は巡国

して基礎調査観測を行い資料を整

え， 噴火や活動か活発化した場合

には直ちに緊急観測に出動します。

また必要に応して所轄地方気象台

から火山情報を発表することにな

っています。

また，

これらの官署からは地震波形か常時仙台に送られ

判定中枢（仙合） て

これらの資料を用いて震凍や津波の有無を判定し，

直ちに地震情報や津波予報を発表します。

J"‘ 

sぶ◇
〔磁
9

” 、 -いがこ

漁業関係者から直接被害状況を聞く調査団の皆さん。

→芯翫

5月31日、参艤院災害対策特別委員会調査団が来11!Jし、

松浦11!J長などから被害状況の説明をうけるとともに現地を

視察、 II!)では国に対し救済措置など激甚災害特別財政援助

法なと6項目を陳情しましだ。

調査団は福間委員長以下6人のほか、県選出の山崎・木

1村両代議士も同行しましだ。

”J  
o・ I 

、'(,;-,.,,,ヽ
"ゞ

夕ンセ
ル
合
＿
総
ホ

森
届
諾
巴
亭んさ皆の団査固―-＝ロる寸ノぅを明説の況犬,"A, 害被

参議員災害対策

特別委員会調香団

＇9| 被害状況をくまなく見て回る調査団v兵ョ CYVo

9’ 

沿岸波浪観測

気象庁ては，

東北ては，

沿岸の予・膀報の精度向上と波浪

資料の収某のため沿岸波浪観測施設の整備を進め

ています。

吐ノ島（宮城県），温海（山形県）に

それぞれ仙台管区気象超音波型波浪計を設置し，

台およひ山形気象地方台て観測を行っています。

潮汐観測

＠ 

津波・高潮・異常潮位

なと異常現象による災害

から沿岸住民や港湾施設

を守るため，

6か所に検潮所を設備し

て， 潮汐観測を行ってい

ます。

これら異常現象を常時

監視てきるよう隔測装置

を設置し，仙台管区気象

台て集中監視しています。

〗ご

▲

翡

~
 ••• 1

2
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束北の沿岸

沿岸波浪

L 
ー△観測局

〇監視局,,

潮汐

〇観測局

［・監視局

回集中監視局

・・・・波浪伝送回線
一潮汐伝送回線

〇

暉
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東北地方の火山活動

火 山名 秤別 35 36 37 38 39 40 4142 43 44 45 46 47 48 49 50 5152 53 54 55 56 57 

恐 山 • 
岩木山 ． ． ． ．．． 
八 印 円

秋田焼山

八幡 lL ． 
岩手山

゜
． ． 

秋田駒ケ岳 ． ••• ．． 
局海山 ... 
栗駒 山 ． 
鳴 -r・ 
蔵 1 山 ． ．． 
吾~妻由 ‘吊̀’’・ 

゜
A• 

安逢太良山 戒

盤梯山 晶

（昭和35年～57年）

噴火。 ●火山性異常
布廿．『観測火山
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災害状況なと、熱訓こ耳をかだむける調査団の皆さん。

衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
調
査
団

国に陳情する災害対策会議の皆さん。

6月8日、衆議院災害対策特別委員会

調査団、上原委員長以下7人と、県選

出の木村・竹内両代議士が同行。 42億

円に上るわが町の被災状況の説明をう

けるとともに、災害復I巳にあだっての

10項目からなる陳情をうけましだ。

＜ ／ 
、~”

三届、 （震度4)

~ ＂ ＂ " J~ S t 〉一ぃ•一 匹ふ,,裟

現地視察をする言周査団の皆さん。

（震度5)

ー

？

（震度6)

＼（震度7)

1， < ^ ” 999999 99 9 9 99 999999999999 9 9 9 9 9 9 999 9 9 9 ， 尋暉瓢四ん 、一— さ

上原委員長が災害見舞と激励の言葉を孤へ、

被害状況の説明をうける。

さ調査団一行が岩崎を視察後、深浦に到着

〔気象庁震度階級〕

無感。人体に感しなし：て地喪計に記鉢 吊り 7、1ず物のゎすかにゆれるのが目視 中震。家臣の動揺が激しく、すわりの il艮/-，ている人は飛ひ起き、恐怖感を党

れる秤1度 されたり、カタカタと音ガきこえても、 悪い礼ぴんなどは1到れ、器内の水はあ えら電杵・立木などのゆれるのかわ

休にゆれを感しなけれは無懲てあるぐ ふれ出る。また、歩いている人にも感 かるぐ 一般の家足の瓦かずれるのかあ

微震。静」Iしている人や、特に地震に 初かにしている堪合に I~ れをわずかに しられ、多くの人々はビ外に飛ぴ出す っても、また骰者らしいものはてない。

江迅深い！いたけに＇感する肛度の地震。 感し、その時間も艮（ない ,rってい 鮮い目まいを寛ぇる。

ては感しない場合か多い， ;9っていることはかな＇）むずかしいこ

軽窟。大せいの人に咆ずる程度のもの 吊り下け物の動〈のかわかり、立って
うろうか1到れたり、歴突・石垣などか 一般家犀に軽微な般杏か出はしめる

て、戸怜了かわずかに動くのかわかる いてもゆれをわすかに惑しるか、動い
破損する肝度の地表こ 軟弱な地盤ては割れたりくずれたりす

秤度の地震し ている場合にははとんど感しない c 111". 
るしすわリの悪い家具は倒れるし

っていても目をさますことかあるぐ 烈震。家肝のIflI壊は30％以下で、山（ 歩行はむすかし（、はわないと動けな

弱震。家屋かゆれ、戸l廂ー［カガタカ‘タ もょっと欺くはどに感し, lll~ ってしヽる ずれか起ぎ、地剖れを生-‘多くの I、し、e,
と嗚動し、？む］のよ＇）な吊リトけ物は 人も目をさますが Ji外に飛び出すま 々が立ってし)ることかできない程度の

相当ゆれ、器内の水面の動くのかわか てもなし、し、翌怖感はない。戸外にい

る程度の地哀コ る人もかなりの人に感しるが、歩いて

いる場合惑しない人もいる。 山〈ずれ、地割れ、肋層などを生しる。

⑮ 
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6月2日、県選出の田沢代議土が災害見舞と激励にガけつけましだ。

マグニチュード(M)と震度の関係＜日本海中部地震の例〉

震
央

深浦・秋田
震度5

茫面

新潟
震度3]
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盛岡
震度4

震源から遠〈なれば
く 〉
震度は小さくなります
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6月6日、県講会文教公安常任委員会（高橋委員長以下8人）ガ、

大災害をうけだ大戸瀬中学校の現地視察［こ当II!)を訪れました。

同校で被害状況の説明をうける委員会の皆さん。
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東北地方の異常気象（含地象・水象）と気温（東北地方6か所平均）の偏差
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町議会議員団による国への陳l青
六
月
九
日
、
北
村
県
知
事
を
は
じ
め
災
害
を
う
け
だ

関
係
市
町
村
長
が
国
へ
陳
情

京
情
上
陳

来瞑しだ山本自治大臣に票及び町村会が陳肩

(6/6ホテル青森で）

災
に
指
定

日本の大きな地震や特に近くで起きた地霙の年代表

⑮ 

日本暦 西暦 北紬 東経 マクニ 地域・被害状況

天武13・10・14 687 32゚5' 134°0' 8 4 土佐その他南湿束洵諸道：山くず

れ、河涌き家屋社寺の蔽壊、人畜

の死傷多〈、沖般襲来、土佐の舟

多数沈没，ゴ＿iんて田苑約12k而海中
に沈むc

天長 7・ l・ 3 83(） 39°8 140°1' 7.4 出羽：秋田の城廊、家犀倒虚、圧

死者］5人、傷者］ 00人、地割れ多

（長いものは20-30丈(60~90m)

1―和 3・ 7・30 887 33゚O' 135°3' 8 6 h畿七道・京都の民家貞けの倒壊

多く、圧死者多数。津成来襲し、

担串で級害最大、余哀か 8月末ま

て続く。

嘉保 3・ 11・24 1096 34° 2' 137°3' 8 4 畿内．・東海逍・東大寺の巨鈴が洛

ち、諸寺に倣害、京都大極殿破I止
勢多1喬落ちる。余震多く、津波が

日本暦

承徳 3・ 1・21 

止平16・ 6・24 

西暦

1099 

1361 

北粋

33゚O'

33°(I』

束 経 Iマグニ

135°5' 

]35゚I)'

8 0 

8 ・ 4 

明応 7・ s-25 I 1498 131°!'l13s02・ Is 6 

1量屑“"柑l 曲叶峰ヤ「引 A". ＆紐朧9瓢圃鵬馴朧瓢鵬圃鴫馴IM-“'冒•-

□

/

 

日
00人、伊勢志摩で哨死］0,000人と

いう。浜名湖海に通した。

剛長16・ 8・21 1611 37°5' 139゚7' 6.9 会沖：岩代西部、若松付近て被害

大、社寺民家倒壊大破20,000余戸、

死者3,700人、山くずれて会津JI|、

只見Ill塞ぎ、南北60kmの範囲に多

数の沼を作った c

嬰•長 16· 10・28 1611 38°2' l43口g 8 I ＝睦及ひ北池直東岸： ＝怪地方で
強震、震害粋く、津成の被害人、

伊逹領四て死者1,783人、南部、串

軽で人記の死3,000余。二陸地方で

家屋流失多く、、溺死者LOOO人を

超えた。岩沼付近でも家屋皆流失、

北湘直東部ても溺死者か多か，た。

嬰長19・10・25 1614 37゚5' 138°0』 7 7 越後高田・裟域は極めて1ムく、会

ーユ

本 暦 西暦 北緯 束経 Iマグニ j也屈し 被害状 況

津、小田原、伊豆、駿府、伊那、

奈良、大阪、田辺、松山などで大

地哀、津波あり、死者が多かった。

寛永21・ 9・ 18 J 644. 39゚4' l40° 1' 6 9 羽後本荘：本荘城大破、家歴倒れ

死者か出た。石沢村にも壊家死傷

者か出、院内村て地裂け水力臼勇く。

正1呆 3"4"26 1646 37゚7' 1 4 1'7' 7 6 陸前：仙台城の石壁数十丈くずれ、

粕 3つ倒れる。白石城跛損、東照

宮の垣破損、江戸ても強かった。

万治 2・ 2・30 1659 37口2' 139°8' 6 7 岩代、下野：会津で民家倒壊309

戸、死老28人、那須て民家倒壊100

余戸、死者］1人。

麗文 5・ ]2・27 1666 37゚l' 認ざ2' 6 4 越後西部：梢雪14-15尺、高田城

破担、侍屋敷700戸つぶれる。夜火

災、死者1,500人。

日 本 I替 西暦 北緯 束経 Iマク｀— 地域 被害状 況

⑲ 



日本の大きな地震や特に近くで起きた地震の年代表

日本暦 西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況 日本暦 西暦 北緯 束経 マグニ 地域・被害状況 l B 本暦 西暦

寛文 7・ 7・ 3 1667 6 4 八戸：由中の建物損失か多かった。 元緑16・ 11 ・ 23 1703 34D7' 139°8' 8.2 江戸、関束諸国：武蔵、相槙、女ど笥： 

延宝 2・ 3・10 1674 5 9 八戸：城内や諸士屋敷、町家損害 房、士総で震度大、小田原領で出；

多し、南宗寺の廟所破損。 火し数家8,007、死者2,291人、江;；•• 
延宝 3.3 • 10 | 1675 | I s 9 I八戸：諸士家屋、町屋とも被吾か 戸本所あたりて壊家多く、津波1よ；

多かった。 下田から犬吠岬に至る海料に押舒］翡

延宝 5・ 3-12 I 1677 I 38'7'I 144゚O'|8 1 | 1倖中南部：八戸に裳害、余震多く、 せ、媒災地を通し、壊家20,162、

津波により、大鎚浦、宮古浦、鍬 9し杵約さ233人 油房硲，．＂点沿l
力崎浦被害。 岸が最大5.5m隆起。

延宝 6.8.17 1 1678 | 38℃ | 142°3'| 7 4 I陸中：花巻城石坦（ずれ、家屋損 宝永 l・ 4・24 1704 40゚4' 140°0' 6 9 羽後、津軽：能代て‘被害最大、 1:

壊、死者 1人、白石城破捐、江戸 193戸中倒壊435、焼失758、死者58

ては人水桶の水が溢れる。 人、山くずれ多〈十二湖を生しだ。忍

元禄 7・ s-27 I 1694 I 40°2・ I 140°2・ I 7.o I能代地方・ 42か村扱害、秋田死者 岩館付近の海岸て最大Igm隆且誓周

394人壊家1,273、焼失859、破損 宝永 4・10・ 4 1707 33•2· 135゚9' 8 4 五畿七道：全体て潰家29.ODO、託li 
447、秋田、弘前て被害あり、岩木 者4.900人、家屋倒壊範囲は、 衷拇

⑱ 
| | | | I山で岩石崩落、硫黄平火を発した。 道から中国、九州に及ぶ、震薔は、 宝永 7,g,30 1710 

北緯 東経

急ピッチで復1日工事を進める

国鉄・五能線 （風合瀬）

マグー

6.4 

全面復1日まで22日閻北金ケ沢駅に

足止めされた列車

ー一五能線全面復1日は6月16日一一
（北金ケ沢）

地域・被害状況 日本暦

東海道、伊勢湾、紀伊半島で最も

ひどく、袋井全減、田辺で431戸中

158戸つぷれ、大阪壊家1,061、死 享保 2・ 4・ 3 

者734人、徳島て630戸倒壊、津波

は伊豆半島から九州に至る沿岸を

襲い、瀬戸内海にも達した。土佐 享保17・11・ 5 

で流家11,170、死者］，844人、尾鷲 元文 4・ 7・ 12 

で死者1,000人余。波高は室戸、種

崎23m（溺死700余）、久礼25.7m、

室戸1.5m、串本］ 2m、御前崎 2 寛保 I・ 7・ 18 

m隆起し、高知市の束20km'が最大

2 m沈下、海水に浸された。遠州

灘沖及ぴ紀伊半島沖の 2つの地震

とも考えられる。

会津：舎屋破壊、津軽で天水の桶

西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

がひっくりかえった。日光、江戸

有感。

1717 39°4' 142口7' 7.6 花巻：家屋破損多く、地割れて泥

噴出した c 津軽で天水桶の水かこ

ばれ、江戸でやや強かった。

1732 6.2 津軽：津軽城所々破損。

1739 40°7' 142゚3' 7. I 陸奥、南部：裔森で特に強く、青

森ては蔵がつぶれた。八戸諸十町

屋ともに被害が多かった。

1741 41°5' 139゚4,J 6. 9 渡島西岸、湘軽、佐渡：北海道西

岸沖の大島上句より活動し、 18日

に津波かあり、北海道て‘流家729、

流死］，467人、津軽で流家82、流死

8人、佐渡でも流失家屋は少なく

なかった。
| ⑱ 
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覧

沈没しだ漁船引き揚げ作業

をする皆さん。 （風合瀬）

日本の大きな地震や特に近くで起きた地震の年代表

撮
影
者
／
坂
崎

＿
さ
ん
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日本暦 西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

宝暦 5・ 2・17 1755 6 2 陸奥、八戸：殿中、諸建物損害か

多かった。南宗寺の廟所破損。

宝暦12・12・ 16 1763 40°8' 142°0' 7.4 陸奥八戸： 11月初めより地震あり、

この日大地震、家屋破損、地割れ

があった。函館で強く感しる。津

波かあった。余震が多かった。

明和 3・ l ・28 1766 4o•s' 140°6' 6 9 津軽：弘前城破損、各地て地割れ、

弘前領で寺社、侍屋敷、町足倒壊

約7.000、焼失300余、圧死1,027

人、焼死308人、青森で全半壊547、

焼失175、圧死101人、焼死91人に

上った。
明和 8・ 3・ 10 1771 24゚O' 12が3' 7 4 宮古、八重山両群島：震害はなさ

そう、津波による被害は甚大だっ

た。石坦島で敢高28丈（一説によ

B
 
本 租

明和，． 5・ 3 

天明 2・ 8・15 

寛政 'l•12·28

寛政 5・ l ・ 7 

西暦

1772 

1782 

1793 

1793 

北緯

39°3' 

40゚7'

38'3' 

東経 1マグニ

142°7‘ 

140°0' 

142°4』

7 4 

1

9

 

•• 6

6

 

7.1 
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7

6

6

 
2

1

2

 

6

8

8

0

 

ー

本

ぃ

7

4

4／

ュ

1804 

1810 

1821 

1833 

140°0' 

39゚9'I139'9' 

38゚7'I139°2' 

7. 1 

6.6 

5. 9 

7.4 

被害状

由利、飽海、田川郡で死者333人、

壊家5,500余り、象潟胡隆起し陸及

び沼になった。 i串波があった。 6
B朝の強い地震で酒田で壊家15戸。

羽後：男鹿半島の半分が 5月から

鳴り動いた。全壊1,098、半壊400、

死者57人、八郎淘西岸約1m隆起。

津軽、青森：青森で小店の屋根か

落ち子供 1人死亡。

羽前、羽後、越後、佐渡：庄内地

hの被害か最大、庄内で壊家475、
死者42人、津波か象潟から新淘に

至る海岸と佐渡を襲い、佐渡ても

流失建物12ふ能登、函館で地震を

感じ、津波があった。

天保 6・ 6・25 

弘化 4・ 3・24 

弘化 4・ 3・29 

1835 

1847 

1847 

141°9' 

36゚7'I138°2' 

7 ・ 6 

7 ・ 4 

6 ・ 5 

被害状

仙台・城の石J'1かくすれ、家士蔵
に破損あり、羽前最上郡に大地震

かあった。止戸で有惑。

北信及び越後西部：被害範囲は高

田から松本、上田に至る南北90km、

東西40kmの地域、壊家29,633、死

者8,600人、断層を生じ、落差24 

m、山くずれ松代領内で42,000、

松本領で1,900か所、犀Illの堰止め

られ数JOか村が水没した。 4月13

日に決壊洪水を生した。

越後頸城郡： 3月24日とこの日の

地震で高田城下で全壊293、 死者

200数JO人、直江津でも 150軒つふ

れた。

⑱ 
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横磯洒岸に釣りに来ていだ

能代市の加藤昇さんが、 6

月3日午後2時遺体で収容

されました。

田野沢の山下久夫さんは、

6用4E3午前7時帰らぬ人

となって発見されましだ。

町民ともとも心からご冥福

を祈ります。

ー・』L・ 乏 t

⑩ 

日本暦 西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

弘化 4・12・ 8 1848 40゚7' 140°6『 5 9 津軽：弘前て小被害、黒石、猿買

のあたりてことに強く、壊家かあ

った。

嘉永 7・11 ・ 4 1854 34° l' 1378' 8 4 東海、東山、南海：家屋倒壊は伊豆

から伊勢に至る冶岸と、甲斐、信濃、

近江、越前、加賀に及ぶ。津波は、

房総から土佐に至る沿岸を襲い、

下田で875戸中841戸流失、碇旧中

のロシア軍艦ディアナ号大破、 27

日沈没、波高は甲賀10m、鳥羽 5

-6m、錦浦 6m余、二木島9m、

尾鷲 6m、御前崎で80-lOOcn＼隆

起、浜名湖北端、 i屋美湾沿岸は沈

下した。全体で倒壊流失8,300余、

焼失600、圧死者300人、流,r:300人

日本暦 西暦 北緯 東経 マグ一 地域・被害状況

嘉永 7・11・ 5 1854 33"2' 135°6' 8.4 畿内、東海、束山、北陸、南海、

山陰、山陽道：前の地震の32時間

後、被害は、近畿、中国、四国全

部と九州、中部地方の一部及びi阜

波は房総から九州に至る海岸を襲

った。全壊20,000、半壊40,000、

焼失6,000、流失15,000、死者約

3,000人、波高は久礼16,1 rn、種1府

11 m、室戸3.3m、宍喰 5-fim、

室戸、紀伊半島は南上かりの1碩動

を示し、室戸、串本でJ.2m隆起、

甲浦、加太で約 1m沈下、浸水。

安政 3・ 7・23 1856 40"5' 143°5' 7 3 日齋胆振、渡鳥津経、南部： 19 

日より前哀、震害は極めて軽かク

たc 有感範囲は江戸、中仙道1こ戸メ
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日本の大きな地霊や特に近くで起きた地震の年代表
日本暦 西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

び、津波が、北海道太平洋岸、三

陸を襲う c t皮廟、函館 3m、野田

6 m、釜石 3m、南部領で家屋流

出93、流死26人。

敗 5・ 8・23 1858 青森：安方町の米蔵かつぶれた。

久 I・ 9・18 1861 37D7' 141 °6' 6.4 陸前、陸中、盤城：仙台城破／員、

壊家、死者あり、陸前で被害か多

く、津波があり綾里て波高 4m。

冶27・10・22 1894 38°9' 139°8' 7 3 庄内地方：酒田付近で被害が著し

く、被害は山形、本荘に及ぶつ山

形県 Fで全壊3,858、半壊2,397、焼

失2,148、死者726人。

冶29・ 8・31 1896 39"5' 140吋'’ 7 5 秋田、岩手県境：秋田県仙北、平

鹿郡、岩手県西和賀、稗貫郡で被

害大、全壊5,792、死者209人、 JII

,ii□~1 
. 日~ 本暦 西暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

舟断層、千屋断層を生した。

明治30・ 2・20 1897 38°1' 141°5' 7 8 仙台沖：岩手、山形、宮城、福島

て小規模の披害、一の関で家屋破

損が72。

明治31・ 4・23 1898 39゚5' 143° 6' 7 8 岩手沖：岩手、宮城、櫂島、青森

各県で小被害。金華山灯台にかな

りの被害があった。

明治31・ 5・26 1898 36°9' 138°9' 6 7 新潟県南魚郡：家屋に小被害があ

り、田畑に亀裂かできた。

明治33・ 5・ 12 1900 39゚O' 141万 7.3 宮城県北部：遠田郡て最も激しく、

県全体で死傷者17人、家屋全壊か

44、半壊48、破損1,474。

明治34・ 8・ 9 1901 40,3' 141 °8' 7. 7 八戸地方： 1UBにも同程度の地震

があった。青森県で死者18人、家

屋全壊 8、秋田、岩手でも小被害
⑮ 
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無残に倒捩した酒造会社の土蔵ー吾森市油川

8道府県で被害

十
三
湖
阜
・
朝
か
ら
再
び
捜
索 -

[
 

が
二
籾
半
製
、
地
震
の
激
し
さ
を

見
せ
つ
け
た
3

ま
た
、
珀
舶
の
被
宮
は
率
波
が

腹
っ
た
鱈
ケ
沢
地
方
に
出
中
。
＋

奇
祢
亘
i

十
安
が
破
据
と
人
被
考
ぼ

田
地
方
で
も
―
―
要
が
破
胆
し
た
。

一
方
、
古
森
眼
対
染
本
部
が
ま

と
め
た
畏
林
関
係
破
宙
で
は
二
千

漿
内
は
二
十
六
日
、
突
醤
っ
喜
の
ナ
き
か
っ
た
の
は
西
郡
木
町
毎
瀬
パ
イ
ハ
ス
活
奴
揺
で
誼
鰺
ケ
沢
涼
、
臨
盗
習
綜
、
川
＇
即
現
在
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
非
注
家
扱
舌
四
と
被
点
か
出
次
い
が
水
に
つ
か
っ
た

3

誇
ケ
沢
地
力
万
十
一
か
の
水
山
に
組
え
た
ば
か

癸

品

で

蒻

品

、

宮

醤

哀
、
隠
羹
な
ど
諏
上
、
肘
上

1
0
1弓
現

靡

町

？

翌

芯

麿

こ

れ

も

全

誓

行

止

全

体

で

薔

嬰

誓

―

芳

所

、

閤

―

＼

一

部

印

堅

―

_

＿

界

十

ー

―

[

、

水

五

十

、

ど

の

誓

。

合

晟

で

も

廷

物

宮

が

出

て

お

り

、

た

め

の

店

塩

に
大
き
な
被
宮
が
続
W
し
た
。
川
砥
付
近
、
麿
揺
、
北
鬼
沢
め
。
ま
な
国
西
ー
0
2号
線
は
落
石
↓
互
力
所
、
こ
の
ほ
か
降
起
、

嘉
は
地
震
発
生
喜
、
国
迫
、
バ
イ
バ
ス
、
広
戸
、
詫
ケ
沢
町
の
上
北
郡
卜
和
田
昭
町
子
ノ
ロ
＇
淀
段
差
な
ど
か
九
カ
所
の
計
七
十
七

翡
、
市
町
村
唇
わ
せ
ぎ
十
本
鰺
ケ
沢
バ
イ
バ
ス
、
緊
醤
な
ど
沢
隅
唇
、
国
道
2
8
0号
線
力
所
に
異

mが
出
て
い
る
。

腐
宙
空
，
合
、
同
日
午
後
工
時
4
ヵ
所
近
い
地
点
で
印
裂
や
取
付
は
束
郡
今
別
町
の
今
別
パ
イ
パ
ス
一
方
、
建
物
絞
吉
は
木
造
、
金

現
在
、
照
蓄
と
県
の
詞
べ
に
よ
る
近
路
陥
没
、
揺
に
段
差
が
生
じ
る
茄
名
で
薗
決
製
の
た
め
甲
両
ス
木
、
藷
川
原
、
認
ケ
沢
の
西
部

と
、
西
郡
を
中
心
に
十
六
本
が
全
な
ど
ズ
タ
ズ
タ
の
状
需
と
な
っ
じ
名
な
っ
た
3

を
中
心
に
置
歴
の
塁
な
ど
が
茄

面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
た
。
国
送
3

3

9
埒
珠
は
北
郡
金
歴
遵
ま
今
別
沢
田
紐
、
弘
洞
岳
出
し
た
っ
某
溶
の
一
ー
六
日
＇
，
殴

釣
り
人
、
依
然
不
明

二
十
六
日
犀
こ
ろ
、
秋
田
県
沖
の
日
本
塁
喜
地
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
9
卜
7・
？
の
強
い
地
震
と
麿
に
よ
る
百
篇
で
醤
面
累
粁
喜
二
人
か
波
に
の
青
死
亡
し
た
の
を
は
じ
め
、
北
繋
磨
塁
―
函
胃
で
腎
り
人

喜
は
、
夜
に
入
そ
秋
田
哄
を
中
心
に
．
＿
5
-

＇]．
t
-

＇
・
広
が
っ
た
。
潔
察
庁
が
二
十
六
円
干
悛
盗
塁
で
を
あ
た
と
こ
入
人
が
行
方
不
明
に
怠
怠
麿
四
人
、
行
方
盃
塑
＋

i-
＿
人
、
魯
岱
老
七
人
に
必
し
た
五
初
の
全
哀
が
百
二
十
一

急
は
、
被
き
は
八
酒
闊
に
及
び
、
死
者
を
一
人
、
行
方
不
明
六
十
九
人
、
息
岳
'1
ハ
人
｛
｝
上
っ
た
羞
閤
は
棟
、
亨
、
平
緊
合
わ
せ
て
喜
、
酒
欝
麿
＋
七
カ
所
、
雷
夏
欝
―

-g-
．
英
を
数
え
た
。
一
方
、
所

「
昭
和
五
十
八
年
旦
1

海
中
部
地
袈
」
と
命
名
、
政
府
も
対
茄
本
部
を
装
択
し
た
U

津
汝
被
古
と
し
て
熔
―
-
＋
万
年
の
チ
ぷ
や
停
屯
、
哉
話
の
不
通
な
ど
の
事
校
も
梵
出
。
四
鉄
も
栞
内
全
祝
が
i

時
ス
ト
ッ
プ
，
衿
に
路
砂
人
き
い
奥
孔
翌
、

品
薔
以
来
の
親
腕
本
尿
は
限
翠
本
部
地
震
対
策
空
の
同
日
午
後
十
一
時
現
守
の
項
食
に
よ
る
と
、
西
郡
認
グ
沢
町
赤
＂
互
腐
の
薔
復
旧
は
六
月
に
な
る
見
込
み
だ
ま
」
咲
内
ァ
ほ
甘
深
夜
ま
で
金
竺
百
感
）
が
十
牧
回
続
い
た
。

幻
？
ら
が
津
波
に
の
ま
れ
た
名
の
隠
レ
桓
腐
翌
名
を
元
の
確
怪
学
盟
っ
て
お
り
、
に
の
ま
れ
た
も
よ
う
た
3

そ
し
て

北
部
市
浦
村
の
十
―
―
組
で
は
同
已
学
げ
て
い
令
℃
か
し
、
釣
り
人
行
方
不
朗
名
は
六
人
と
み
ら
れ
る
さ
ら
に
四
人
が
救
助
さ
れ
て
お

喜
面
、
↓
三
塁
に
爵
遷
た
ち
は
一
―
―
々
紐
菜
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
ご
人
が
不
明
と
い
り
、
同
本
部
で
は
裔
さ
れ
た
人

鋸
対
策
本
部
を
設
迂
。
行
方
不
明
ほ
か
、
目
竿
者
が
少
な
い
た
め
材
う
栢
報
も
あ
る
。
ま
た
捜
索
は
、
の
話
と
現
埠
に
残
さ
れ
て
い
る
自

海
か
な
お
笠
波
の
危
除
が
あ
る
こ
嵌
卓
や
バ
イ
タ
な
ど
の
ぷ
留
品
か

と
か
ら
船
を
出
せ
ず
、
睦
と
空
か
ら
羽
―
ん
の
荏
認
を
急
い
で
い
る

ら
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
午
一
方
、
こ
の
日
の
捜
索
に
は
阻

後

＋

面

羹

一

人

鸞

歴

に

腐

誤

麿

塁

喜

貫

号
て
い
な
い
3

巾
洞
村
硝
防
団
団
白
五
‘
す
人
考
に

同
ぷ
部
の
潤
べ
に
よ
る
と
、
罪
じ
め
魚
協
組
合
，
ら
約
両
辛

累
押
し
寄
せ
る
前
、
現
塙
に
は
人
が
出
剥
。
自
切
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

前

で

喜

、

四

人

の

釣

り

が

い

た

と

イ

ニ

成

、

合

喜

覧

視

船

手
口
い
う
。
こ
の
う
ち
四
人
は
地
g

閉
「
あ
ぷ
く
ま
」
も
城
均
に
駆
け
つ

。

河

あ

っ

た

腐

、

醤

か

ら

立

ち

去

努

c

し
か
し
、
沿
篇
上
は
な

っ
て
お
り
、
麗
＋
人
前
後
が
波
お
地
的
の
余
波
で
的
祈
、
四
使
が

る

湖

わ

三
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8公
示
野

へ
人
政
府
は
二
土
ハ
日
午
改
の
持
ち
統
合
法
案
と
国
家
認
改
設
羨

リ

が言
｀
〗
□
[
〗
闊
〗
闊

一

釣

た

国

会

閉

幕

嘉

へ

の

一

客

判

決

と

も

絡

み

、

の

れ

秋

の

臨

時

国

会

で

巌

し

い

認

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
召
染
さ
党
の
攻
防
が
予
恕
さ
れ
る
。

朗

崩

不

の

首
相
サ
ミ
ッ
ト
へ

れ
た
第
九
十
八
通
常
国
会
は
二
十

六
日
、
衆
診
山
院
で
本
会
減
を
血

索

き

、

法

案

や

璽

房

喜

塁

嵐

置

は

一

下

八

日

に

曲

捜
行
い
、
百
五
青
應
わ
た
る
会
哨
す
る
第
九
回
先
迎
讐
曇
議

期
を
終
え
閉
存
し
た
。

S

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ

衆
院
で
は
今
国
会
の
闘
と
な
ッ
ト
）
に
LJLq.
，
っ
た
め
二

t
ハ

の
命

っ

た

田

中

元

闊

雪

腐

誓

日

午

後

七

時

、

羽

田

発

の

日

腐

岱
案
が
、
前
通
常
国
会
以
降
継
別
磁
で
米
国
に
向
け
出
発
し
た
。

懸
統
案
件
と
な
っ
て
い
る
佐
藤
孝
行
首
相
に
は
安
倍
外
相
、
竹
下
蔵
相
、

滋
匝
辞

ll霙
＆
条
と
と
も
に
山
n
t当
畏
匂
が
同
行
し
た
⇔

継
続
寄
磁
と
な
り
、
決
盈
を
次
期
空
港
で
は
斎
膝
口
相
臨
時
代
理

国

魯

翌

慧

起

し

た

。

差

喜

覧

塁

二

塁

畠

宛

両
決
議
案
の
扱
い
と
並
び
焦
点
と
幹
字
長
ら
党
三
役
が
見
送
っ
た
，

な
っ
て
い
た
行
革
●
坪
の
四
里
要
首
相
一
行
は
ア
ン
カ
レ
ジ
経
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返
る
漁
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小
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県
内
作
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員
ら
犠
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に
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死
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13人
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明
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2
面
遠
足
の
小
学
生
に
大
津
波

3
面
警
報
、
す
ぐ
津
波
が
製
っ
た

54
麟
写
真
で
見
る
県
内
の
惨
状

12
菌
隈
内
各
地
に
ツ
メ
跡
残
す

13
面
高
層
住
宅
、
そ
の
時
の
恐
怖

0
お
断
り
日
本
海
中
恙
地
四
報
逗
の
た
め
、
特
別
紙
面
を
猛

虞
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
地
方
ニ
ュ
ー
ス
、
「
政
経
往
来
」
と
迪

枇
の
「
葱
證
こ
う
暇
う
一
「
凶
午
忘
へ
の
翡
」
は
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
0

論
空
と
陸
か
ら
の
現
地
ル
ポ

15
面

3
封
の
高
波
、
釣
り
人
の
む
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日本暦 由暦 北紐 東経 マグニ 地域・被害状況

があり、宮古に波高60cmの津波が

あった。

明治35.l.3[） 19{l乙 40°9' 141勺＂ 7 4 ニ戸地方：二戸、七戸、八戸地方

て倒壊家屋 3、死者 1人 C

明治37・ 5・ 8 1904 37°2' 1 38°8' 6. 9 新潟県六日町： ＿七十沢村、城内村

て、家屋、 し蔵などの破祖があっ

だ。

大．if:J・ 3・ 15 1Yl4 39° 5' 14(）゚4『 6 4 秋田：仙北郡て最も習しく、全体

てタヒ者94人、家屋全壊640、地割れ、

111くずれが多かった。

人IF3・ 3・28 1 9 l4 ふr:y 140'5' .5 S 私田厨半鹿郡：，且館町て家屋全壊
数戸。

大正 4・11・1 峠）15 38'9' 143° l' 7 5 仁巻沖：小津成、仁巻辺て犀上の

人水桶虹落。

人正12・ 9 ・ l 1923 35°2' 」39°3' 7 9 関束南部：束京て観測した最大1辰

日本暦 西暦 北緯 東経 マグー 地域・被害状況

幅14~2(lcm、地震後火災が発生し、

被害が培人した。死老99.S31人、

行方 1ヽ l]月43,476人、家屋全壊128,

266、半壊126.233、焼失147.128、山

くずれか多く、房総方面（木更津

:J2cm、北条157cm)、神奈川南部（大

磯182cm、藤訳75cm)は隆起し、東尿

付近以西神余！1|北方は沈下した c

また、相模 I弯ては小田原—―—ーオJi良
線以北は降起、南は沈下した。 農

東沿i二，’に津戚か製来し、成麻I丘
騎で (3m、洲の崎で81 rn。

HH禾02・!0・27 1927 37゚5' 138°8' 5 3 新）昆県二島郡：傷者 2人、家屋ギ

壊2:l、訂本村の国図内に石ilil!J~ ス
咽出孔を牛した。

日本の大きな地震や特に近くで起きた地震の年代表
ィ翠~ な-、9へと： 9 ~?ち-, ', -- 、、 ~\ ：て、~翌゜~咲~',~ ”~9, ＇ :、9、

日本歴 由1督 北緯 束経 マクニ 地域・被害状況

昭和 8・ 3・ 3 1933 39° l' 144勺” 8 3 三1怪沖：衷惹はなかった。 i1'波か

太平洋止を製い、二1年沿岸て扱吾

は甚大、死者ふ008人、唸辻和嵐夫

4.917、伊JJ喪2,346、浸!7)(1,329、升船舶

流失7今303、波高は、国老10l 111、

白浜23Um、綾が＿25+ （) rrl、銚十(}

2m。

昭和11・11・.3 1936 38゚2 142°2' 7 7 i彗華山沖・村9i島、点城即県て』｛土
』る又仝壊 3、その他の小被宮もあっ

た。

沼和13・ 5・23 1938 ::;G゚7' 141口4『 7 1 拡城沖：福島県に陪~の糸II落などの

小級害かあった。規模の割に1及宮

は少なし＼。

虹l」13・ 6・ JO 1938 25"3 l 25口2' 6. 7 出，99,I占北々四沖．津波木穀、上li良
心で枷11恥1-15m、棧橋流失し、

E 本 I替 屑暦 北緯 東経 マグニ 地域・被害状況

帆船に担害があった c

昭和 13·11• 5 1938 37° 1『 141゚7' 7 7 福島県東方沖：福島県下て死者 1

人、仲家全壊 4、非住家全壊16、

小名浜で沖波107 m。

昭和14・ 5・ 1 1939 40° 0『 139°8' 7.o 男鹿半局：死者27人、住家全壊479

半壊858、」I仕家全壊106、軽微な
津波あり、半島西部て最大44c叫径

起。

昭和18・ 8・12 194] ::;7口3' 1 39°8' 6 1 福島県田島付近：崖くすれ、壁の

詞落など、小被害かあった。

昭和19・ l 2・ 7 1944 3 3 ° 7' 136°2『 8 0 熊野灘：静岡、愛知、三箪、岐序、

奈良、滋買各県、特に名古屋重工

業地区に被害が大きかった。死者

998人、に家全壊26,130、半壊が46,

950、流失3,059、津波か各地に襲来
⑩ 
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日本の大きな地震や特に近くで起きた地震の年代表
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日本麻 西暦 北緯 束経 マグニ 地域・被害状況

した。波高は熊野灘沿岸 8~!Om、

木ノ本、新宮間 3m、御前鯰、下

田 2rn、紀伊半島束岸で30~40(＇nl

地槃沈降 (9

昭和30・10・19 1955 40°3' 140°2' 5. 7 秋田県ニソ井・被害はニゾ井、嬰

村に限られ、陽者 2人、住家破担

52、非仕家破摂99,

昭和33・11・ 7 1958 44°3『 148°5' 8 0 エトロフ島南力沖：釧路地方て電

信線、銀道、道路に小被杏かあっ

た。津波太平洋岸各地に、波高は

霧多布 2m、八戸 1m。

昭和35・ 5・23 1960 38.0S 73 5Vv「 8.5 チリ沖： 24日2時ころから沖波日

本沿岸各地に来製、波高は三陸沿

岸5-6m、その他で3-4rn、北湘

直南岸、＝陸沿岸、志摩半島付近

H 本暦

昭和38・10・ 13 

昭和39・ 5・ 7 

昭和:l9・ 6・ 16 

西暦 I 北緯 I 東経 Iマク‘—

昭和37・ 4・30 I 1962 I 38'7'1141"!'I 6.5 

1963 

1964 

1%4 

43°8' 

40°3' 

38°4' 

150° O' 

139°0' 

1 39°2『

8 ・ 1 

6 9 

7 5 

旭域，被害状況
| 

で被害大、死者119人、行方不明20! 

人、家屋全壊1,57]、半壊か2,183、

流失1,259。

宮城県北部：笠館、石越、小牛田

付近経40kmの範囲に被害か集中し

た。死者 3人、住家全壊369、半壊；

1,542、橋梁、道路、鉄直の被害が

| ＝，9 ヽ ．＇，口 ＇，ヽ・
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日本暦

多かった。 昭和13．ぢ． l（； 
エトロフ島沖．第 2エトロフ沖地；

| 虞津波かあり、八戸て1.3m、他舞，
＇ 

即届 I北祁,,1東経 Iマク` 一

1%8 I 11)゚7 | l1ぶ7'17I) 

地域・披害状況

家屋仝壊1,〔)も0、十埃6,ti40、投水

は15,297、船舶、道路の級害か多

かった＂象加幻市内て地偲の流動、

不Iu]沈―r・による 1；焚苦か苫しかった。
i-1灯皮か日本 ii!Jmiー；~1_~ 怜を製し‘、 i)支

紐、人島 ll19/fて 5m 、向串 3m 、粟

島てll.8~1 5ml怪起した 3

+11券沖：青森県をか心に北洵珀南

部、東北地））し扱告、死名49人、

i」）"1,明 3人、 I切者330人、建物全
壊673、半壊3,001、古森県l‘LIl〈

ずれか多く、 f-•Iい）しあり、三砂）臼岸

3~5m、悴裳岬 3m、浸水527、

叫溝l'い恥失｛し没127、コンクリート造

建梨の絨占か目守った。

日本咀 西I替 北緯 束経 マグニ 地域・被害状況

昭和4.5・10・16 1970 39°2' 140口7' 6 2 秋田県束部：傷者 6人、建物半壊

20、一部砂損、446、全焼 1、山（ず

れ 1~などの破害かあった。

ll召禾]]46・ 2・2G 1971 3ア］『 138゚4' 5 5 新凶県南西部：傷者13人、雪崩れ

数か所、小規模な地割れや崖くす

れがあった。

昭和5:J• 6・ 12 1978 38゚2' 142°2' 7 4 白城県沖：倣害は点城県に多く、

全体て死者27人、傷者1,227人、建

抄全壊651、斗J災5,450、i直路担壊

813か所、山（ずれ529か所、新輿~

開梵地に被害が集中した 3

⑲ 
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